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URLまたはQRコードからお申込みください。
参加には、登録承認後にZoomから配信される承認メールが必要です。
承認メールが届かない場合は、本セミナー開始2時間前までに、お問い
合わせ先までご連絡ください。

オンライン開催（ZOOM）

https://zoom.us/webinar/register/WN_5NCfnX7UScqcutS29RO5rw

2025年2月21日(金) 17:30-19:00

参加
申込

Test-Negative Case-Control 

Studyによるワクチン有効性評価：

手法の原理とその実際

2024年度 アカデミア臨床開発セミナー エクステンション

New tide on Clinical and Public Health Strategy for Vaccine 
Development in post covid- 19 era

【未来医療センター ＆ CAMaD共同企画セミナー】

新型コロナワクチンの有効性評価で、”Test-Negative 

Case-Control Study” というワードをよく耳にするよ

うになりました。疫学研究デザインの中では症例対照研

究の一種に位置付けられ、元をたどればインフルエンザ

ワクチンで用いられるようになった手法です。その原理

と実際について、インフルエンザワクチン有効性評価の

歴史などにも触れつつお話しします。

大阪公立大学 大学院医学研究科 公衆衛生学 教授

福島 若葉 先生

講師

申込締切 2025年2月20日(木)

＊お問合せ先＊
大阪大学医学部附属病院 未来医療開発部 未来医療センター
TEL:06-6210-8299   E-mail: mtr-yakuji.course@dmi.med.osaka-u.ac.jp

【 共同開催 】
大阪大学医学部附属病院 未来医療開発部
大阪大学ワクチン開発拠点 先端モダリティ・ドラッグデリバリーシステム研究センター (CAMaD)

【 後援 】大阪大学感染症総合教育研究拠点 (CiDER)

https://zoom.us/webinar/register/WN_5NCfnX7UScqcutS29RO5rw

	スライド 1

